
　

最
近
震
度
四
以
上
の
地
震
が
全

国
で
相
次
い
で
起
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
三
〇
年
の
間
に
震
度

六
以
上
の
地
震
が
起
き
る
で
あ
ろ

う
確
立
が
一
〇
％
も
増
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
何
時
、
何
処
で
地
震

に
遭
遇
す
る
か
解
り
ま
せ
ん
。
自

治
会
と
し
て
や
る
べ
き
事
は
沢
山

あ
り
ま
す
が
出
来
る
事
も
限
ら
れ
、

行
政
の
す
る
事
は
時
間
が
掛
か
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
達
で

出
来
る
限
り
の
準
備
を
す
る
事
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
先
ず
家
族
間

の
安
否
の
確
認
方
法
、
連
絡
が
取

れ
な
い
場
合
の
集
合
場
所
、
普
段

の
生
活
で
は
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
（
日
常
生
活
の
中
で
食
べ
な
が

ら
新
し
い
物
を
蓄
え
て
い
く
）
。

　

考
え
ら
れ
る
事
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
何
よ
り
一
番
重
要
な
事
は

人
其
々
が
協
力
し
合
う
事
。
個
々

の
力
で
は
出
来
な
い
事
も
多
勢
な

ら
出
来
る
事
は
沢
山
あ
る
は
ず
で

す
！
家
族
で
話
し
合
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。  

ｂ
ｙ 

か
ず
ち
ゃ
ん

　　自治会費納入状況等のお知らせ
　自治会費等の納入および各種寄付につきましては、多大なるご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　平成30年7月現在の状況につきまして、下記の通りご報告申し上げます。

中之条自治会　会計　工藤　真

◎消防協力費	 860,000円
◎上田わっしょい寄付金	 696,800円
◎社会福祉協議会会費	 447,000円
　　　　（内自治会一括納入分　430,000円）

◎自治会活動保険料	 131,796円
◎城下自治連負担金	 34,000円
◎緑の募金	 35,000円
◎日本赤十字社活動資金	 57,000円

自治会費については、自治会会計が集金を担当するアパートも含めてあります。
アパートによっては、自治会費を日割り計算する場合もあり、端数が生じます。

そろそろ古い記事は削除して
いこうと思っています。
HP編集責任者　中ちゃん

　

本
年
新
た
に
加
入
さ
れ
た
方
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

一
ブ
ロ
ッ
ク　

斉
藤　

智　

様

　
　
　

〃　
　
　

関　

昌
彦　

様

　
　
　

〃　
　
　

田
中
昌
史　

様

　

四
ブ
ロ
ッ
ク　

寺
島
保
子　

様

　
　
　

〃　
　
　

西
川
美
津
雄
様

　

五
ブ
ロ
ッ
ク　

石
井
亮
太　

様

　
　
　

〃　
　
　

北
沢
泰
之　

様

　
　
　

〃　
　
　

萩
原
吉
洋　

様

　
　
　

〃　
　
　

斉
藤　

裕　

様

　
　
　

〃　
　
　

諸
山
元
彦　

様

　
　
　

〃　
　
　

常
田
秀
太　

様

　
　
　

〃　
　
　

堀　

聡
久　

様

　
　
　

〃　
　
　

高
野
義
明　

様

　

七
ブ
ロ
ッ
ク　

吉
川　

稔　

様

　
　
　

〃　
　
　

甲
田　

翔　

様

　
　
　

〃　
　
　

内
山
竜
一　

様

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
上
田
市

中
之
条
」
を
入
力
し
、
検
索
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ

ー
で
最
新
情
報
等
十
二
項
目
が
閲

覧
で
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

先
の
一
六
四
号
「
平
成
三
〇
年

度
役
員
紹
介
」
に
お
い
て
、
役
員

氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

左
記
の
通
り
訂
正
と
共
に
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　

二
ヶ
村
堰
管
理
組
合

組
合
長　

滝
沢
寿
生
→
中
澤
伸
夫

監　

事　

中
澤
和
彦
→
中
谷
荘
司

自治会費
納入状況　7月 1日現在

長野県民交通災害共済
加入状況　7月1日現在

中之条文化財保存基金
納入状況　7月1日現在

世帯数 事業所数 金額（円） 人数 金額（円） 金額（円）

第１ブロック 111 0 865,800 114 45,600

自治会員の皆様に任意
で、ご寄付を頂きまし
た基金の合計です。

第２ブロック 148 8 1,164,700 106 42,400

第３ブロック 176 10 1,353,400 96 38,400

第４ブロック 76 6 652,650 35 14,000

第５ブロック 146 3 1,133,200 135 54,000

第６ブロック 165 0 1,218,019 65 26,000

第７ブロック 123 5 995,208 62 24,800

第８ブロック 162 1 1,303,200 89 35,600

計 1,107 33 8,686,177 702 280,800 263,000

新
自
治
会
員
の
ご
紹
介

中
之
条
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
、
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
自

治
会
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
各
地
で
大
き
な

災
害
と
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

地
震
・
雷
・
火
事
・
台
風
は
自

然
災
害
と
は
言
え
、
特
に
地
震
は

全
国
各
地
で
起
き
て
お
り
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
そ
の
下
敷
き

に
な
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

通
学
途
中
の
女
の
子
。
今
ま
で
以

上
に
大
人
の
目
配
り
・
気
配
り
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

　

災
害
が
発
生
し
、
避
難
指
示
命

令
が
出
た
な
ら
ば
速
や
か
に
避
難

指
定
場
所
へ
避
難
し
て
頂
く
様
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

中
之
条
区
内
に
あ
る
第
二
次
広

域
避
難
場
所
は
南
小
学
校
で
す
。

ま
ず
自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
そ

の
後
、
家
族
と
周
囲
の
方
で
す
。

　

今
年
の
初
め
頃
は
、
ア
メ
リ
カ

と
北
朝
鮮
は
互
い
に
挑
発
し
あ
い

戦
争
も
辞
さ
ず
の
状
態
で
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
握
手
を
し
ま
し
た
。

　

朝
鮮
半
島
の
南
北
も
握
手
を
し

今
後
は
平
和
の
為
に
更
に
努
力
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

上
半
期
事
業
報
告
　
　
　
　
　

〇
土
木
工
事
に
つ
い
て　
　
　
　

◆
１
ブ
ロ
ッ
ク
、
谷
口
仁
悟
邸
の

　

Ｕ
字
構
水
路
割
れ
庭
に
水
が
浸

　

み
修
理
。

◆
２
ブ
ロ
ッ
ク
、
小
坂
井
邸
水
田

　

の
排
水
桝
補
修
。　
　
　
　
　

◆
３
ブ
ロ
ッ
ク
、
塩
崎
正
三
邸
の

北
側
排
水
路
十
五
ｍ
の
Ｕ
字
構

埋
設
工
事
。

◆
５
ブ
ロ
ッ
ク
、
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス

西
側
の
側
溝
開
口
部
フ
タ
付
補

修
整
備
。

〇
生
活
環
境
関
係
に
つ
い
て

◆
千
曲
高
校
旧
正
門
前
に
防
犯
灯

　

設
置
、
平
成
三
十
年
度
内
に
別

　

途
３
灯
設
置
予
定
。

〇
城
下
自
治
連
合
会

　

一
月
二
十
日
城
下
自
治
連
新
旧

役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
選
任
さ
れ

た
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会　

長　

内
川
冨
志
夫
朝
日
ヶ
丘

副
会
長　

北
沢
育
夫　
　

千
曲
町

副
会
長　

中
澤
憲
二　
　

中
之
条

会　

計　

長
坂
邦
彦　
　

小
牧

監　

事　

増
澤
郁
夫　
　

中
村

監　

事　

小
林
保
利　
　

諏
訪
形

評
議
員　

手
塚
正
行　
　

須
川

評
議
員　

山
口
博
義　
　

三
好
町

評
議
員　

小
坂
井
正
明　

御
所

　

自
治
会
長
は
、
自
治
会
運
営
の

他
城
下
自
治
連
合
会
⌒９
自
治
会
）

に
所
属
し
ま
す
。

　

城
下
地
域
全
体
で
取
り
組
む
諸

問
題
を
検
討
す
る
会
議
を
設
け
、

月
一
回
の
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〇
城
下
ま
ち
づ
く
り
未
来
会
議

　

去
る
六
月
二
十
三
日
十
三
時
よ

り
、
土
屋
市
長
・
平
野
県
議
・
荻

野
上
田
建
設
事
務
所
長
・
丸
山
社

会
福
祉
協
議
会
長
な
ど
多
く
の
来

賓
を
迎
え
、
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
未
来
会
議
自
治

会
連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

防
犯
・
防
災
協
議
会
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
か
ら
昨
年
度
事
業
報
告
、

今
年
度
事
業
計
画
・
会
計
報
告
・

予
算
報
告
が
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た
役

員
は
次
の
通
り
で
す
。

会　

長　

北
澤
隆
士　
　

小
牧

副
会
長　

沓
掛
勝
也　
　

御
所

副
会
長　

中
澤
徳
男　
　

千
曲
町

副
会
長　

内
川
冨
志
夫
朝
日
ヶ
丘

事
務
局
長
田
玉
利
貞　
　

御
所

会　

計　

今
井
洋
幸　
　

諏
訪
形

顧　

問　

小
坂
井
二
郎　

中
之
条

顧　

問　

宮
下
省
二　
　

諏
訪
形

　

そ
の
他
委
員
が
十
二
名
、
監
事

が
二
名
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

〇
城
下
あ
い
さ
つ
声
掛
け
運
動

　

平
成
三
十
年
度
三
月
と
七
月
に

南
小
学
校
正
門
前
と
公
民
館
前
の

交
差
点
に
て
声
掛
け
運
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
春
は
生
憎
の
雨
で
し

た
が
、
元
気
に
挨
拶
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

〇
念
仏
堂
解
体

　

総
会
に
て
、
解
体
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
が
、
再
び
春
先
の
強
風
に

て
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
の
毎
日
で
し
た
。

　

三
月
役
員
に
て
資
材
の
分
別
を

行
い
、
芳
泉
寺
住
職
に
来
堂
を
願

い
、
お
経
を
あ
げ
て
頂
く
と
と
も

に
、
阿
弥
陀
如
来
他
仏
像
七
体
の

搬
出
及
び
他
の
小
間
物
も
合
わ
せ

芳
泉
寺
に
保
管
頂
き
木
札
等
は
農

事
組
合
の
倉
庫
（
精
穀
所
隣
接
）

を
借
用
し
一
時
保
管
の
為
、
搬
入

し
ま
し
た
。
又
、
不
要
と
判
断
さ

れ
た
机
等
は
住
職
の
確
認
の
下
、

廃
棄
処
分
と
し
ま
し
た
。

〇
中
之
条
公
民
館
大
広
間
畳
表
替

え
　

二
月
、
大
広
間
六
十
六
畳
、
貴

賓
室
二
十
畳
の
表
替
え
工
事
完
了
。

大
切
に
綺
麗
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

＊
新
調
し
た
畳
の
匂
い
は
格
別
で

す〇
北
天
神
町
古
吉
町
線
道
路
拡
幅

　

ル
ー
ト
一
四
三
号
線
の
三
好
町

・
御
所
・
中
之
条
に
跨
る
拡
幅
工

事
は
、
第
一
期
分
、
三
好
町
交
差

点
か
ら
八
十
二
銀
行
ま
で
が
九
十

％
完
了
し
、
残
り
が
後
一
年
の
見

通
し
、
第
二
期
分
、
八
十
二
銀
行

か
ら
赤
坂
交
差
点
ま
で
の
用
地
買

収
が
九
十
％
完
了
。
完
成
見
込
み

が
後
五
年
と
の
こ
と
。

〇
中
之
条
文
化
財
保
存
基
金

　

三
月
三
十
一
日
現
在
、
区
民
の

皆
様
か
ら
寄
付
を
頂
い
た
金
額
は
、

二
十
六
万
三
千
円
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
上
田
市
長
・
上
田
市
議
選

　

三
月
二
十
五
日
に
市
長
・
市
議

選
挙
が
あ
り
、
中
之
条
が
推
薦
し

た
小
坂
井
二
郎
様
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
し

す
。

平
成
三
十
年
度
前
半
を
経
過
し
て

中　

澤　

憲　

二

自
治
会
長

阿弥陀如来像

before

after

解体前解体後

第１６５号

中 之 条 自 治 会

も  

く  

ず

（１）第165号 中　之　条　自　治　会　報 平成30年8月15日（2018）



　

七
月
二
十
八
日
土
曜
日
に
開
催

予
定
で
あ
っ
た
第
四
十
七
回
上
田

わ
っ
し
ょ
い
に
中
之
条
自
治
会
連

と
し
て
、
「
正
調
の
踊
り
」
で
申

込
を
行
い
当
日
迄
諸
準
備
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
台
風
十
二
号
の

前
代
未
聞
と
思
わ
れ
る
動
き
に
よ

り
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ
う
に
九
州

地
方
へ
の
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
の
始
末

と
な
り
、
上
田
市
の
実
行
委
員
会

に
て
協
議
さ
れ
、
午
前
十
時
の
段

階
で
「
中
止
」
に
至
り
ま
し
た
。

　

長
野
県
内
の
各
地
区
に
お
い
て

も
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
の
ニ

ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま

っ
た
く
迷
惑
な
台
風
の
発
生
で
し

た
。

　

六
月
か
ら
わ
っ
し
ょ
い
参
加
に

向
け
ス
タ
ー
ト
を
掛
け
諸
事
協
議

・
準
備
等
に
ご
苦
労
頂
き
ま
し
た
、

実
行
委
員
の
皆
様
方
に
は
、
な
ん

と
も
言
え
な
い
「
残
念
」
な
気
持

ち
で
一
杯
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
人
間
の
力
で
ど
う
に
か

な
る
も
の
で
も
無
い
の
で
「
只
々

た
め
息
」
が
出
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

さ
て
、
前
置
き
は
こ
の
く
ら
い

に
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
か
月
に

渡
り
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
、
経

過
に
つ
い
て
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

◆
経
過
の
概
要

・
六
月
十
二
日　
　

参
加
申
込

・
六
月
十
日
～　
　

寄
付
募
集

・
六
月
十
六
日　
　

責
任
者
会
議

・
六
月
二
十
日　

　
　
　

第
一
回
実
行
委
員
会
開
催

・
六
月
二
十
二
日

　
　
　

出
発
場
所
抽
選
会
参
加

＊
例
年
通
り
「
さ
さ
や
様
」
近
傍

・
七
月
十
五
日

　
　
　

第
二
回
実
行
委
員
会
開
催

・
七
月
十
八
日　

　
　
　

踊
り
連
代
表
者
会
議
参
加

・
七
月
二
十
日　
　

踊
り
練
習

・
七
月
二
十
七
日　

踊
り
練
習

　
　
　
　

（
法
被
・
帯
等
配
布
）

・
七
月
二
十
八
日

　
　
　
　

（
神
輿
組
み
立
て
）

　
　
　
　

（
慰
労
会
開
催
）

◆
主
な
活
動
風
景

○
踊
り
指
導

　

ご
指
導
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

来
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
全
員
集
合

　

踊
り
に
参
加
し
た
子
供
た
ち

園
児
か
ら
小
学
六
年
の
子
供
た

ち
が
一
斉
に「
オ
ー
」暑
さ
に
め

げ
ず
元
気
一
杯
将
来
楽
し
み
♪

○
わ
っ
し
ょ
い
当
日

　

実
行
委
員
の
方
々
が
公
民
館
に

集
合
し
、
上
田
市
の
動
向
（
開
催

か
中
止
か
？
）
に
や
き
も
き
、
天

気
の
状
態
は
、
さ
ほ
ど
で
も
な
い

様
で
し
た
が
、
十
時
に
中
止
宣
言
。

　

実
行
委
員
の
方
々
、
ち
ょ
っ
と

「
た
め
息
」
、
気
を
取
り
直
し
て
、

最
後
の
仕
上
げ
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。

＊
昨
年
、
雨
に
晒
さ
れ
た
神
輿
を

来
年
の
使
用
に
向
け
整
備

　

神
輿
製
作
の
手
ほ
ど
き
を
歴
代

自
治
会
長
お
二
方
に
ご
指
導
を

上
田
わ
っ
し
ょ
い

　
　
　
　

経
過
報
告

実
行
委
員
長　

阿
部　

二
郎

上田市から借用したCDの活用出来ず、
模造紙でのステップ指導となりました。

練習中に元気よく、上手に踊れ
た子供をピックアップ、プレゼ
ントもあったよ！

わっしょいのCD音楽を流し、踊りの
模範指導を皆が注目、覚えたかな？

子供も大人も全員揃って、大広間をグルグル、今一揃いが足りず！
でも元気一杯

2回目の踊り　みんなの呼吸が揃って　♪♪わっしょい！わっしょい♪♪

○
全
員
揃
っ
て
踊
り
の
練
習

○
表
彰

　
上
手
に
踊
れ
た
子
供
た
ち
に

自
治
会
長
か
ら
表
彰
状
授
与
。
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お
願
い
し
、
実
行
委
員
の
方
々
と

共
に
紅
白
の
帯
の
取
り
外
し
と
新

し
い
帯
を
巻
き
直
し
、
「
中
之

条
」
の
幕
を
貼
り
ま
し
た
。

　

八
月
十
五
日
の
夏
祭
り
に
公
民

館
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。　

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

も
区
民
の
皆
様
及
び
事
業
所
の
皆

様
に
は
多
大
な
る
ご
寄
付
を
頂
き
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
中
止
に
よ
り
、
余
っ
た

寄
付
金
は
、
来
年
度
に
繰
り
越
し

て
有
効
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

（
記
：
副
実
行
委
員
長
）

　

本
号
四
頁
「
公
民
館
活
動
」
の

「
人
権
教
育
講
座
」
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
「
障
害
者
の
人
権
（
手
話

に
つ
い
て
）
」
、
参
加
者
に
配
布

頂
き
ま
し
た
レ
ジ
メ
の
一
端
を
紹

介
し
ま
す
。

　

健
常
者
の
方
は
「
見
る
・
聞

く
・
話
す
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
、
特
に
気
に
も
せ
ず
、
当
た
り

前
に
感
じ
、
日
常
生
活
を
営
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
「
聴
覚
障
害
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、

ゼ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
手
話

の
仕
方
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

『
手
話
は
見
る
言
葉
』
で
す
。

２
０
１
１
年
、
手
話
は
言
語
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
世
界
共
通

の
も
の
で
な
く
「
国
際
手
話
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

架台に短冊に切った帯を白の下地に
紅を巻き付けました。

みんな集まれ、おにぎりと飲み物を
配りますよ　ワイワイガヤガヤ

中之条の幕を架台に取付け中、
見栄えが良くなりました。
委員の皆さんご苦労様でした。

皆さんご苦労様でした。親交
をさらに深めた慰労会でした。

見栄えのする神輿となりましたが、
担ぎ出すのは来年に持ち越しです。

倉
庫
か
ら
神
輿
の
骨
組
み
を
大
広
間

に
搬
入
、
紅
白
の
飾
り
つ
け
を
取
り

外
し
。

一
反
の
紅
白
の
布
を
縦
に
四
つ
切
に

裂
い
て
帯
を
作
り
ま
し
た
（
白
は
三

つ
切
り
で
す
）

○
紅
白
帯
の
製
作

○
紅
白
帯
の
巻
き
付
け

○
子
供
た
ち
へ

○
慰
労
会

○
神
輿
完
成

手話も繰り返し体感しながら身につけないと、なかなか覚えられないのが実感です。「手話
絵本」が書店で購入できますので、皆さんチャレンジしてはどうでしょうか。

講師の方が「手や指をフルに動かし」「顔の表情も豊かに」、
言葉が聞こえない方とのコミュニケーションの取り方につ
いて講演

人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
地
域
の
皆
様
に
は
公
民
館

活
動
に
対
し
深
い
ご
理
解
御
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
前
半
の
活
動
報
告
を
申
し

上
げ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

◆
道
祖
神
祭
り

　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
七
日

　

道
祖
神
祭
り
が
、
中
之
条
区
内

八
か
所
で
行
な
わ
れ
、
自
治
会
四

役
、
公
民
館
五
役
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育

成
会
等
の
役
員
に
て
お
参
り
に
回

り
ま
し
た
。
少
子
化
で
小
学
生
が

少
な
い
中
、
道
祖
神
の
如
く
親
子

の
将
来
の
道
し
る
べ
を
、
寒
さ
厳

し
い
中
に
も
暖
か
さ
が
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

◆
ペ
タ
ン
ク
プ
レ
大
会

　
　
　
　
　
　
五
月
十
三
日

　

ペ
タ
ン
ク
競
技
は
フ
ラ
ン
ス
生

ま
れ
で
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
の

方
ま
で
年
齢
の
壁
を
越
え
て
気
楽

に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

地
域
住
民
の
親
睦
を
深
め
る
に
は

最
適
で
す
。

　

当
日
、
降
水
確
率
七
十
％
予
報

の
中
、
城
南
児
童
公
園
で
八
チ
ー

ム
、
四
コ
ー
ト
の
総
勢
四
十
二
名

参
加
の
下
、
和
気
あ
い
あ
い
で
競

技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

競
技
・
休
憩
時
間
を
短
縮
し
雨

に
合
わ
ず
に
終
了
出
来
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
の
慰
労
会
は
雨

模
様
で
公
民
館
に
て
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
子
様
も
含
め
た
大

勢
の
皆
様
で
尚
、
一
層
の
親
睦
を

深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

◆
城
南
地
区
分
館
対
抗

　
　
　
　
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
七
日

　

城
南
公
民
館
参
加
の
十
五
分
館

（
四
分
館
不
参
加
）
が
一
同
に
募

り
、
分
館
同
士
の
交
流
や
地
域
住

民
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と

し
、
昨
年
の
プ
レ
大
会
に
続
き
、

第
一
回
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
川
辺

小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
分
館
も
三
チ
ー
ム
、
十
四
名

が
参
加
す
る
も
、
地
元
大
会
（
五

月
十
三
日
開
催
）
上
位
チ
ー
ム
の

皆
様
が
都
合
に
よ
り
参
加
で
き
な

か
っ
た
事
も
相
ま
っ
て
名
誉
あ
る

最
下
位
、
し
か
し
な
が
ら
他
分
館

と
の
深
い
交
流
、
親
睦
が
図
ら
れ

た
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
で
し
た
。

　

◆
球
技
大
会
　
六
月
十
日

　

過
去
に
梅
雨
時
で
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
の
中
止
に
な
る
ケ
ー
ス
が

有
っ
た
為
、
大
会
日
を
大
幅
に
前

倒
し
す
る
も
、
降
水
確
率
九
十
％

の
予
報
で
し
た
が
、
一
五
九
名
参

加
の
下
、
風
が
強
く
肌
寒
い
中
、

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
・
ホ
ー
ム
ラ
ン

が
続
出
で
低
気
温
に
暖
か
味
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

に
お
い
て
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
持
つ
子
育
て
中
の
正
に
“
マ
マ

さ
ん
”
の
活
躍
も
あ
り
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、

中
之
条
Ｂ
Ｃ
塚
田
吉
和
さ
ん
の
豚

汁
も
大
好
評
で
、
午
前
中
で
用
意

さ
れ
た
二
〇
〇
食
が
完
食
さ
れ
、

大
会
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
公
民
館
で
表
彰

式
と
懇
親
会
を
行
い
更
な
る
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。
大
会
運
営
に
御

協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

試
合
結
果

　

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　

優　

勝　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

準
優
勝　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク

　

★
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　
　

優　

勝　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

準
優
勝　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　

◆
人
権
教
育
講
座

　
　
　
　
　
　
六
月
十
五
日

　

公
民
館
に
於
い
て
、
障
害
者
の

人
権
「
手
話
に
つ
い
て
」
を
上
田

市
聴
覚
障
害
者
協
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
対
策
部
長
の
牧
内
様

（
手
話
通
訳
・
田
口
様
）
を
講
師

に
お
招
き
し
、
挨
拶
等
の
手
話
を

覚
え
な
が
ら
口
の
動
き
や
顔
の
表

情
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
事
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
親
子
連
れ
を
含
む
一
二
三
名

の
参
加
を
頂
き
手
話
の
楽
し
み
を

覚
え
ま
し
た
。

中
之
条
公
民
館

　
　
平
成
三
十
年
度
前
半
を
ふ
り
か
え
っ
て

公
民
館
長
　
　
小　

林　

鉄　

夫
　

　
◆
城
南
公
民
館
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
四
日

　

川
辺
小
学
校
体
育
館
で
小
学
生

高
学
年
部
門
に
一
チ
ー
ム
八
名
が

参
加
し
奮
闘
す
る
も
上
位
入
賞
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　

◆
上
田
わ
っ
し
ょ
い

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
八
日

　

今
年
も
中
之
条
自
治
連
に
参
加

し
て
連
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
準
備

し
て
参
り
ま
し
た
が
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

下
半
期
活
動
予
定

　
◆
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

　

八
月
一
五
日
一
六
時
よ
り
公
民

館
行
事
最
大
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
の

皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

真
夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
今
後
の
予
定

　

◎
敬
老
祝
賀
会

　
　
　
　

九
月
十
五
日　

（
土
）

　

◎
第
二
回
人
権
講
座

　
　
　
　

十
月
十
一
日　

（
木
）

　

◎
城
南
公
民
館
運
動
会

　
　
　
　

十
月
二
十
一
日
（
日
）

　

◎
し
い
の
み
園
合
同
文
化
祭

　
　
　
　

十
月
二
十
八
日
（
日
）

　

◎
各
部
活
動
報
告
会

　
　
　
　

十
一
月
四
日　

（
日
）

　

◎
親
子
し
め
縄
教
室

　
　
　
　

十
二
月
六
日　

（
日
）

自
治
会
長
挨
拶

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表

前
年
優
勝
杯
返
還

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

懇
親
会
風
景
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小
学
校

　

支
部
長　
　
　
　

佐
藤　

裕
美

　

副
支
部
長　
　
　

竹
花　

育
代

　
　
　

〃　
　
　
　

寺
田　

美
和

　

育
成
会
長　
　
　

竹
内　

綾
子

　

副
育
成
会
長　
　

小
松　

里
美

　
　

〃　
　
　
　
　

山
口　

英
子

　

校
外
指
導
委
員　

西
澤　

真
実

　
　
　

〃　
　
　
　

丸
山
美
由
起

　
　
　

〃　
　
　
　

舞
澤　

里
枝

　
　
　

〃　
　
　
　

中
山
恵
理
香

　
　
　

〃　
　
　
　

橋
詰　

聡
美

　

交
通
安
全
委
員　

飯
田　

恵
美

　
　
　

〃　
　
　
　

小
林　

美
郷

　
　
　

〃　
　
　
　

鈴
木　

陽
子

　
　
　

〃　
　
　
　

久
保　

明
子

　
　
　

〃　
　
　
　

竹
本　

真
樹

　

育
成
会
担
当
委
員  

金
井
か
お
り

　
　
　

〃　
　
　
　

田
守
あ
ず
さ

　
　
　

〃　
　
　
　

篠
原
か
お
り

　
　
　

〃　
　
　
　

澤
柳　

京
子

　
　
　

〃　
　
　
　

原
田
久
美
子

　
　
　

〃　
　
　
　

高
橋　

美
都

　
　
　

〃　
　
　
　

竹
本　

有
美

　
　
　

〃　
　
　
　

市
村　

彩　

中
学
校

　

支
部
長　
　
　
　

小
林　

克
浩

　

副
支
部
長　
　
　

小
林
希
久
子

　

連
絡
員　
　
　
　

片
所　

由
生

　
　

〃　
　
　
　
　

小
松　

里
美

　
　

〃　
　
　
　
　

加
納　

大
介

　
　

〃　
　
　
　
　

吉
池　

英
之

　
　

〃　
　
　
　
　

橋
詰　

章
子

　
　

〃　
　
　
　
　

秦　

有
理
子

　
　

〃　
　
　
　
　

小
澤　

恵
理

　
　

〃　
　
　
　
　

小
宮
山
益
代

　
　

〃　
　
　
　
　

斉
木　

孝
子

　
　

〃　
　
　
　
　

小
平　

達
郎

　
　

〃　
　
　
　
　

大
舘　

ゆ
き

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
紹
介

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
紹
介

　

平
成
三
十
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

佐
藤
裕
美
と
申
し
ま
す
。
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

中
之
条
支
部
は
、
年
々
児
童
数

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

こ
の
よ
う
な
大
役
が
務
ま
る
か
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
副
支
部
長

さ
ん
を
は
じ
め
連
絡
員
の
皆
様
、

育
成
会
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
、
活
動
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
自
治
会
、
公
民
館

の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
致

し
ま
し
て
、
六
月
に
は
地
区
懇
談

会
を
開
催
し
、
各
専
門
員
さ
ん
よ

り
一
年
間
の
活
動
予
定
の
報
告
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
皆

様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
に
は
地
域
の

皆
様
よ
り
た
く
さ
ん
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
七
月
に
は
毎
年
恒
例
の

上
田
わ
っ
し
ょ
い
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
大
勢
の
子
供
た
ち
、
保
護

者
の
参
加
が
あ
り
賑
わ
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
ラ
ジ
オ
体
操
、
公
共

施
設
清
掃
、
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り

ど
れ
も
子
供
た
ち
に
は
楽
し
み
な

行
事
と
な
り
ま
す
が
、
事
故
や
ケ

ガ
の
な
い
よ
う
安
全
に
は
十
分
気

を
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

九
月
に
は
お
楽
し
み
会
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
南
小
の
体
育
館
を

お
借
り
し
て
皆
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
中
之
条
の
子
供
た
ち
が
よ
り

交
流
で
き
る
場
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

十
月
に
は
城
南
地
区
運
動
会
が
あ

り
、
優
勝
に
向
け
て
頑
張
る
子
供

た
ち
と
力
を
合
わ
せ
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
望
み
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
年
明
け
に
は
道
祖
神
が

あ
り
子
供
た
ち
が
地
域
を
周
り
ま

す
。
地
域
の
方
々
と
接
す
る
機
会

に
な
り
ま
す
の
で
た
く
さ
ん
の
子

供
た
ち
が
参
加
し
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
く
思
い
ま
す
。　
　

　

自
治
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
子
供

た
ち
が
安
全
、
安
心
に
過
ご
せ
る

様
多
大
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
し
て
も
保
護
者
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
中

地
域
の
皆
様
無
く
し
て
は
子
供
た

ち
の
日
々
の
安
全
が
守
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
子

供
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

中
之
条
支
部
長
の
小
林
と
申
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
度
の
中
之
条
支
部
は
、
九

十
九
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

四
中
支
部
の
中
で
も
一
番
多
い
地

区
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
然
の

事
で
は
あ
り
ま
す
が
初
め
て
の
大

役
の
た
め
至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
副
支
部
長
を
は
じ
め
連
絡
員

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
て
お
り

ま
す
。

　

先
日
は
、
地
区
懇
談
会
を
、
中

之
条
公
民
館
・
南
小
学
校
中
之
条

支
部
と
合
同
で
、
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
上
田
市
視
聴
覚
障
害
者
協

会
の
「
牧
内
智
子
さ
ま
」
に
講
師

を
お
願
い
し
、
日
常
生
活
の
事
や

実
際
に
手
話
を
学
び
手
話
で
の
会

話
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
来
賓
の
皆

様
、
小
学
校
の
校
長
先
生
、
中
学

校
の
教
頭
先
生
、
諸
先
生
方
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
普
段
接
す
る
事
の

な
い
手
話
を
体
験
す
る
事
が
出
来

て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
言

葉
（
音
）
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
た

め
、
そ
れ
に
代
わ
る
「
振
動
や
視

界
」
を
利
用
し
て
相
手
に
伝
え
る

四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　
　

四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長　
　

小
林　

克
浩

南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　
　

南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長

　
　
　

佐
藤　

裕
美

工
夫
を
し
、
日
常
生
活
で
は
不
自

由
な
く
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
感

動
い
た
し
ま
し
た
。

　

八
月
以
降
の
行
事
は
、八
月
五
日

に
地
区
生
徒
会
行
事
と
し
て
中
之

条
地
区
奉
仕
活
動
で
ゴ
ミ
拾
い
を

行
っ
た
後
に
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大

会
、八
月
二
十
五
日
に
は
、四
中
バ
ザ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。毎
年
地
域

の
皆
様
方
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ

り
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

九
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に

は
、
セ
ル
リ
ア
ン
祭
が
行
わ
れ
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
体
育
祭
が
あ
り

子
供
達
の
活
動
の
姿
を
観
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
、
四
中
の
創
立
六
十
周
年

記
念
の
年
で
あ
り
、
実
行
委
員
会

が
発
足
さ
れ
て
、
セ
ル
リ
ア
ン
祭

の
一
部
で
記
念
式
典
・
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
「
大
地
讃
頌
」
を
全

校
で
合
唱
・
映
像
に
よ
る
四
中
六

十
年
の
歴
史
・
記
念
講
演
会
と
し

て
講
師
に
「
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
」

を
招
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
講
演
会
・
六

十
周
年
記
念
誌
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
作

業
に
よ
る
環
境
整
備
・
記
念
品
と

し
て
、
旧
体
育
館
の
床
材
を
利
用

し
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
等
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
（
計
画
の
た
め
変

更
す
る
可
能
性
あ
り
）

　

こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
一
同

力
を
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引
続

き
ご
協
力
・
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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私
が
今
一
番
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
に
と
り
く
ん
で
い
る
の
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

　

私
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き

に
な
っ
た
の
は
、
六
年
生
の
春
に

行
わ
れ
た
、
城
南
地
区
ジ
ュ
ニ
ア

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。

　

私
は
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
出
る
ま
で
は
、
あ
ま
り
好

き
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
出
場
し
て
自

分
で
相
手
の
コ
ー
ト
に
得
点
を
入

れ
た
り
、
自
分
達
の
チ
ー
ム
で
、

ボ
ー
ル
を
つ
な
い
で
相
手
の
コ
ー

ト
に
入
れ
、
得
点
が
入
る
と
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
う
れ
し
さ
が
、
ま
だ
心
の

中
に
残
っ
て
い
て
、
ま
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

だ
か
ら
学
校
で
、
休
み
時
間
は
、

体
育
館
で
友
達
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
し
た
り
、
学
校
の
体
育
の
授
業

な
ど
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し

て
、
ボ
ー
ル
を
つ
な
げ
得
点
を
入

れ
ら
れ
る
の
が
、
う
れ
し
い
で
す
。

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ど
ん

ど
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
ち
ょ
う
せ

ん
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

南
小
六
年
生　

佐
藤　

優
奈

　

私
が
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
事
は
、

ス
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

最
初
は
バ
タ
足
か
ら
始
ま
り
、

ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
と
、
ど
ん
ど

ん
上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。
た
っ

た
三
つ
の
泳
ぎ
方
だ
け
ど
、
検
定

で
受
か
る
の
に
は
、
と
っ
て
も
長

い
時
間
と
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

う
で
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

足
が
変
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
お
母
さ
ん
が

「
次
が
ん
ば
れ
ば
い
い
よ
！
よ
く

が
ん
ば
っ
た
ね
！
」
と
は
げ
ま
し

て
く
れ
た
か
ら
や
り
続
け
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
何
回
も
「
や
め
た

い
な
～
」
「
め
ん
ど
く
さ
い
な

～
」
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
が
ん
ば
っ
て
き

た
の
で
、
一
番
難
し
い
バ
タ
フ
ラ

イ
ま
で
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
泳
ぎ
は
う
で
が
曲
が
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
足
が
上
に
上
が

り
過
ぎ
て
し
ま
う
な
ど
、
一
番
苦

労
し
た
泳
ぎ
で
す
。
検
定
で
も
な

か
な
か
合
格
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
コ
ー
チ
か
ら
た
く
さ
ん

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
や
っ

と
合
格
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

合
格
す
る
事
が
で
き
た
時
は
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
は
、
タ
イ
ム
を
測
っ
て
泳
い

で
い
ま
す
。
速
く
泳
げ
る
か
不
安

だ
け
ど
、
少
し
で
も
速
く
泳
げ
る

よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

僕
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
ケ

部
を
選
ん
だ
理
由
は
、
小
学
生
の

頃
に
、
友
達
に
誘
わ
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
入
部
し
た
頃
は

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
な
ぜ

か
と
言
う
と
バ
ス
ケ
が
未
経
験
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
そ
ん
な
想

い
は
一
気
に
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

先
輩
達
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、

フ
ォ
ー
ム
や
ル
ー
ル
を
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
り
、
時
に
は
緊
張
し

て
い
る
僕
達
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る

優
し
く
て
カ
ッ
コ
イ
イ
先
輩
達
が

い
て
く
れ
た
か
ら
で
し
た
。

　

そ
し
て
三
年
生
に
な
り
僕
は
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
に
な
い
不

安
と
責
任
感
の
重
圧
で
悩
ん
で
い

た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
僕

を
励
ま
し
て
く
れ
た
の
が
顧
問
の

先
生
で
「
お
前
を
信
じ
て
い
る
」

と
か
け
て
く
れ
た
言
葉
が
自
信
と

な
り
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
自
分
ら
し
く
好
き
な
バ
ス
ケ

を
楽
し
く
や
ろ
う
と
思
う
様
に
な

り
ま
し
た
。
大
会
で
は
良
い
成
績

が
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
番

は
仲
間
と
一
緒
に
笑
っ
た
り
、
は

し
ゃ
い
だ
り
好
き
な
バ
ス
ケ
が
充

実
し
て
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
役
目
が
果
た

せ
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
け
ど
つ

い
て
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

僕
は
四
中
水
泳
部
に
所
属
し
、

部
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
水
泳
部
の
目
標
は
「
水

泳
部
の
三
分
の
一
県
大
会
出
場
」

で
し
た
が
、
問
題
を
お
こ
し
て
し

ま
い
、
東
信
大
会
を
辞
退
さ
せ
ら

れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
東
信
大
会
に
出
場

さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、

目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
が
、
個
人
で
行
け
た
の
は
、
四

中
か
ら
出
場
者
は
十
五
人
中
三
人

だ
け
で
し
た
の
で
、
後
は
、
団
体

に
か
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

僕
が
出
場
す
る
メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
は
、
各
校
四
人
で
背
泳
ぎ
・
平

泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
ク
ロ
ー
ル

の
四
種
目
を
順
番
で
泳
ぐ
と
い
う

も
の
で
し
た
。
僕
は
背
泳
ぎ
の
代

表
選
手
に
な
っ
て
い
て
、
代
表
選

手
全
員
、
元
々
の
自
己
ベ
ス
ト
を

出
せ
れ
ば
県
大
会
に
出
場
で
き
た

の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
全
員
タ
イ

ム
が
落
ち
て
お
り
、
県
大
会
出
場

は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
後
の
大
会
で
し
た
が
、
全

力
を
出
し
切
り
、
チ
ー
ム
に
貢
献

出
来
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
大
会
な
ど

あ
る
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
頑
張

り
、
最
後
の
一
掻
き
・
一
蹴
り
、

全
力
を
出
し
切
れ
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

私
が
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

南
小
六
年
生　

竹
花　

妃
莉

バ
ス
ケ
部
の
三
年
間

四
中
三
年
生　

小
林　

魁
夢

部
活
動
を
終
え
て　
　

　

こ
れ
か
ら
頑
張
る
事

四
中
三
年
生　

池
田　

蓮

平
成
三
十
年
八
月
盛
夏

自
治
会

　
　
会
　
長	

中
澤
　
憲
二

　
　
副
会
長	

土
屋
　
恵
嗣

　
　
会
　
計	

工
藤
　
　
真

　
　
総
務
部
長	

中
澤
　
政
嗣

　
　
自
治
会
協
議
員
一
同

公
民
館

　
　
館
　
長	

小
林
　
鉄
夫

　
　
副
館
長	

伊
東
　
健
司

　
　
主
　
事	

一
ノ
瀬
貴
文

　
　
会
　
計	

西
澤
　
貴
志

　
　
青
少
年
育
成
指
導
員

	
	

吉
原
　
和
浩

　
　
公
民
館
運
営
委
員
一
同

千
曲
藻
編
集
委
員
一
同

　

左
記
の
通
り
敬
老
祝
賀
会
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
七
十
五
歳
以
上

の
皆
様
に
は
招
待
状
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
ご
都
合
を
つ
け

お
越
し
下
さ
い
。

敬
老
祝
賀
会
の
御
案
内

　
　
　
記

日
時
　
平
成
三
十
年

　
　
　
　
　
九
月
十
五
日
㈯
　

　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

場
所
　
中
之
条
公
民
館
　
大
広
間

　
　
　
＊
負
担
の
か
か
ら
な
い

　
　
　
　
腰
掛
椅
子
で
行
い
ま
す

プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定

　

・
南
小
学
校
合
唱
部
の
歌
唱
披
露

　

・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
・
物
真
似

　

・
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
飛
入
り
歓
迎
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

川
辺
交
番
所
長
の
平
沼
と
申
し

ま
す
。

　

中
之
条
自
治
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

川
辺
交
番
か
ら
中
之
条
の
皆
さ

ん
に
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策

の
た
め
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
は
、
未
だ
に
多
く
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
、
そ
の
手
口
や
被

害
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
被
害
が
無
く
な
ら

な
い
状
況
で
す
。

　

一
人
で
も
被
害
に
遭
う
方
を
無

く
す
た
め
、
次
の
対
策
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。

●
電
話
の
常
時
留
守
番
電
話

　

多
く
の
場
合
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ

は
、
電
話
で
被
害
者
を
だ
ま
し
ま

す
。

　

詐
欺
グ
ル
ー
プ
と
会
話
を
す
る

の
を
避
け
る
た
め
に
も
、
常
時
留

守
番
電
話
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
半
の
家
庭
の
電
話
に
は
、
留

守
番
電
話
機
能
が
付
い
て
い
ま
す
。

そ
の
留
守
番
電
話
機
能
の
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ

の
電
話
や
煩
わ
し
い
勧
誘
の
電
話

に
直
接
出
て
応
答
す
る
と
い
う
手

間
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

　

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
被
害
者
を

困
惑
し
、
不
安
に
さ
せ
る
色
々
な

作
り
話
を
し
て
き
ま
す
。

　

電
話
で
会
話
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
情
報
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の

内
に
聞
き
出
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
作
り
話
を
信
じ

て
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・

電
子
マ
ネ
ー
を
渡
し
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

「
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
で

電
話
で
詐
欺
グ
ル
ー
プ
と
会
話
し

な
い
こ
と
で
す
。

●
「
渡
さ
な
い
」
「
払
わ
な
い
」

　
「
振
り
込
ま
な
い
」

　

も
し
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
電
話

で
騙
さ
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
ま
だ

被
害
の
防
止
は
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
要

求
に
応
じ
て
現
金
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
な
ど
を
「
渡
さ
な
い
」
こ

と
で
す
。

　

お
か
し
な
要
求
に
応
じ
て
、
現

金
や
電
子
マ
ネ
ー
で
お
金
を
「
払

わ
な
い
」
「
振
り
込
ま
な
い
」
こ

と
で
す
。

　

電
子
マ
ネ
ー
は
、
カ
ー
ド
に
書

か
れ
て
い
る
番
号
を
教
え
る
だ
け

で
お
金
を
「
払
っ
た
」
こ
と
と
同

じ
に
な
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
う
前
に
踏
み
と
ど
ま

り
ま
し
ょ
う
。

●
「
振
り
込
ま
せ
な
い
」

　

身
近
な
方
か
ら
被
害
を
出
さ
な

い
た
め
に
、
気
に
な
っ
た
ら
声
を

掛
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
現
金

等
を
「
振
り
込
ま
せ
な
い
」
よ
う

に
家
族
・
地
域
ぐ
る
み
で
被
害
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
相
談
す
る
」

　

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
主
に
電
話
で

被
害
者
を
だ
ま
し
ま
す
が
、
ハ
ガ

キ
や
携
帯
電
話
等
の
メ
ー
ル
を
使

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
い
つ
も
と
違
う
」
「
あ
や
し

い
」
「
し
っ
く
り
こ
な
い
」
と
少

し
で
も
感
じ
た
ら
、
お
金
を
用
意

し
た
り
渡
す
前
に
、
身
近
な
方
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

上
田
警
察
署
・
上
田
市
役
所
で

も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ん
で
被
害
に
遭
う
よ

り
、
相
談
し
て
被
害
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
を
き
っ
か
け

に
、
家
族
の
仲
が
悪
く
な
っ
た
り
、

生
き
が
い
や
自
信
を
失
う
方
が
い

る
と
聞
き
ま
す
。

　

身
近
な
方
が
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
日
々
声
を
掛
け
合
う
こ
と

が
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
最
善

の
対
策
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
猛
暑
と
な
る
折
り
、

中
之
条
自
治
会
の
皆
様
の
益
々
の

ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

川
辺
交
番
所
長　

平
沼　
　

毅

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
福
祉
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

中
之
条
ふ
れ
あ
い
協
議
会
で
は

地
域
福
祉
活
動
を
組
織
的
に
推
進

し
、
人
間
味
豊
か
な
地
域
社
会
を

築
き
、
地
域
で
安
心
し
て
乳
幼
児

の
子
育
て
が
で
き
、
ご
高
齢
者
の

健
康
寿
命
が
少
し
で
も
長
く
延
び

る
よ
う
願
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
治
会
、
公
民

館
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

協
議
会
役
員
と
し
て
は
自
治
会

四
役
、
公
民
館
長
、
民
生
児
童
委

員
、
健
康
推
進
委
員
、
小
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
支
部
長
、
青
少
年
育
成
指
導
員

の
二
十
一
名
に
て
運
営
し
て
お
り

ま
す
。

◎
友
愛
訪
問

　

年
二
回
、
七
十
五
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
々
を
訪
問
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

◎
児
童
公
園
の
花
壇
づ
く
り

◎
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場
の
開
催

　

平
成
二
十
八
年
度
よ
り
市
の
高

齢
者
介
護
課
の
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
暮
ら
せ
ま

す
よ
う
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
の
協
力
で
、
専
門
の
講
師
を

お
招
き
し
て
介
護
予
防
体
操
を
、

ま
た
丸
子
中
央
病
院
長
の
講
話
や

言
語
聴
覚
士
、
認
知
症
看
護
認
定

看
護
師
さ
ん
等
々
か
ら
、
生
活
の

中
で
役
立
つ
お
話
を
し
て
頂
き
、

そ
の
後
茶
話
会
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。

　

子
育
て
中
の
親
御
さ
ん
や
男
性

の
方
々
に
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ

き
た
く
、
皆
様
の
御
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
予
定

◎
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場

　

公
民
館
大
広
間
に
て
、
来
年
三

月
ま
で
毎
月
第
四
月
曜
日
の
午
前

十
時
か
ら
十
二
時
頃
ま
で
。

◎
上
田
わ
っ
し
ょ
い
参
加

◎
中
之
条
夏
祭
り

◎
敬
老
祝
賀
会

◎
し
い
の
み
園
合
同
祭
お
手
伝
い

◎
健
康
教
室

ふ
れ
あ
い
協
議
会
役
員

　

会
長　
　
　
　
　

堀　

由
比
子

　

副
会
長　
　
　
　

小
林　

鉄
夫

　

会
計　
　
　
　
　

菊
池　

優
子

　

役
員　
　
　
　
　

中
澤　

憲
二

　
　

土
屋　

恵
嗣　

中
澤　

政
嗣

　
　

西
沢　

初
子　

山
岸　

紀
子

　
　

佐
藤　

裕
美　

小
林　

克
浩

　
　

吉
原　

和
浩　

神
谷
祐
三
子

　
　

麻
沼　

孝
子　

西
澤　

富
美

　
　

松
本
美
寿
子　

山
田　

晋
平

　
　

池
田　

春
仁　

藤
沢　

清
司

　
　

岡
村
さ
つ
き　

工
藤　

真

　
　

吉
原　

静
枝

ふ
れ
あ
い
協
議
会
だ
よ
り

会
長　

堀　

由
比
子

お気軽にご相談ください
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